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□ふるさと歴史講演会「被災した歴史資料が語る 北茨城の歴史」に参加
　2月8日（土）に茨城県北茨城市にて、茨城史料ネットの主催で「被災した歴史資料が語る北茨城の歴史」としてふるさと歴史講演会を行いました（於：北茨城市民ふれあいセンター）。当会は、2011年9月に北茨城市で資料救出活動を実施し、特に同市平潟地区では悉皆調査をしており、多くの資料を救出して整理を行ってきました。
　今回の講演会は、震災を機に救出・発見された資料から北茨城の歴史における新たな一面を見つめ直すことができるものとして、地域の歴史を知る上で大変意義深いものでした。
　講演は計4本行われ、初めに白井哲也氏（筑波大学教授）が導入として「地域の歴史資料を守ることの意義」という題で報告を行いました。白井氏は実際に北茨城市の資料レスキューに携わった経験を交えながら、歴史資料の価値とは何か、それは地域に住む住民とどう繋がるのかを講演されました。
　2本目以降は実際に救出した資料を用いて北茨城市の歴史に関わる報告が行われました。まず、西村慎太郎氏（国文学研究資料館准教授）は「蔵から飛び出した『瓢軽者』、長久保紅堂」という題で、野口雨情の友人であり、
ジャーナリストでもあった長久保紅堂について、北茨城市A家から救出した資料と『茨城民友』をもとに、紅堂の性格やジャーナリストとしての活動について、またそのジャーナリズム論に切り込んだ報告がありました。そこから友人であった野口雨情の詩作に大きく関与したのではないかという指摘をしました。次に井上拓己氏（さいたま市大宮盆栽美術館主任）が「鈴木主水と平潟商人」という題で、平潟の有力者であった鈴木主水の平潟における役割や平潟の塩問屋のあり方について、北茨城市G家から救出した文書等を頼りに明らかにしました。そしてそこから平潟湊の繁栄を下支えした住民の重要さ等を指摘しました。最後に当会事務局長の添田仁（茨城大学人文学部准教授）が「〝発見〟された敵討―平袖
と平潟にて―」という題で、前出のA家から救出した文書（「敵討口書扣」）から今なお地域に語り継がれる平袖の敵討についてその詳細を明らかにし、地域の歴史を再構築する報告をしました。また、この語り継がれる平袖の敵討の記憶が、北茨城の記憶を定着させる「起点」になったのではないかという指摘をしました。
　当日は20年に一度と言われる大雪に見舞われる中、計47名の方々に足を運んでいただくことができました。同日実施したアンケートには、「今後も開催してほしい」、「報告書を書籍にして出してほしい」等多数の御意見をいただき、大変有意義な講演会になったと思います。
　茨城史料ネットの資料救出活動は今もなお続いています。今後も活動の中で明らかにできた歴史を、またこのような機会を設けて地域住民の皆様に成果として還元できればと考えています。最後に、この講演会に御尽力いただいたNPO法人歴史資料継承機構を始めとする各団体の皆様に改めて厚く御礼申し上げます。（記：岩淵義弘）
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